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先
日
、
実
家
の
倉
庫
で
「
点
け

木
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。
点
け
木
を

知
っ
て
い
る
方
は
、
65
歳
以
上
の

方
で
も
ま
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
（

50
数
年
前
）
よ
く
近
所

か
ら
お
皿
で
惣
菜
な
ど
い
た
だ
き
物

を
す
る
と
、
祖
母
が
そ
の
場
で
マ
ッ

チ
棒
を
数
本
お
皿
の
上
に
乗
せ
、
お

皿
を
返
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
以
前
は
点
け
木
を
お
皿
に
乗
せ
、

い
た
だ
き
物
の
お
返
し
を
し
た
よ
う

で
す
。
火
を
点
け
る
こ
と
が
大
変

だ
っ
た
時
代
の
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

地
域
づ
く
り
支
援
員 

 

「
ふ
ら
っ
と
」
で
は
、
水
辺
の
生
き
も
の
か

ん
さ
つ
会
を
、
８
月
９
日
、
吉
沢
の
吉
井
農
村

公
園
の
小
川
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
台

風
11

号
の
接
近
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
17

名
の
お
子

さ
ん
と
そ
の
保
護
者
・
ス
タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
38

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

川
に
生
息
す
る
生
き
も
の
を 

 
 
 
 
 

子
ど
も
た
ち
が
調
べ
る 

 
 
 

～
水
辺
の
生
き
も
の
か
ん
さ
つ
会
～ 

 

参
加
者
は
、
南
房
総
エ

コ
ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ん
の
指

導
で
、
小
川
の
川
幅
や
流

れ

の

速

さ
・
濁

り

を

調

べ
、
観
察
場
所
の
す
べ
て

の
生
物
を
捕
ま
え
ま

し

た
。 

 

水
生
生
物
に
よ
る
水
質

判
定
表
を
手
に
、
な
ん
と

い
う
生
物
な
の
か

調

べ

て

み

ま

し

た
。
そ
の
結
果
、

ヤ

ゴ

や

サ

ワ

ガ

ニ
・
ヘ

ビ

ト

ン

ボ
・
テ

ナ

ガ

エ

ビ
・
カ
ワ
ニ
ナ
な

ど
、
き
れ
い
な
水

に
住
ん
で
い
る
虫

が

見

ら

れ

ま

し

た
。
ま
た
大
き
な

ウ
シ
ガ
エ
ル
の
登

場
に
、
子
ど
も
た

ち
は
び
っ
く
り
し

て
い
ま
し
た
。
参

加
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
は
、
「
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物

が
見
ら
れ
て
楽
し

か

っ

た
」
と

話

し
、
将

来
、
川

に

親
し
み
川
を
大
切

に
す
る
心
が
育
ま

れ
て
い
く
よ
う
に

感

じ

ら

れ

ま

し

た
。 

 

「
い
わ
い
案
内
人
の

会
」
と
「
ふ
ら
っ
と
」

で
一
緒
に
行
っ
て
い
る

岩
井
駅
構
内
清
掃
活
動

は
、
８
月
27
日
に
草
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
の
参
加
者
は
13

人

で
、
今
回
も
草
刈
り
機

と
手
作
業
に
分
か
れ
て

行
い
、
１
時
間
半
程
度

で
草
刈
り
を
終
え
ま
し

た
。 

 

少
し
涼
し
い
日
で
し

た
が
、
動
く
と
じ
っ
と

り
と
汗
を
か
き
ま
し

た
。
で
も
き
れ
い
に
草
を
刈
り
、

参
加
者
は
気
持
ち
よ
く
作
業
を
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 じっとり汗をかいても 
   気持ちよく作業を終える 

 富山のことをもっとよく知ろう 平成26年10・11月の行事 

 

今
月
は
、
原
始
的
信
仰
、

自
然
崇
拝
的
信
仰
が
今
も

残
っ
て
い
る
、
伊
予
大
明
神

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

伊
予
大
明
神
（
諏
訪
神

社
）
は
、
「
創

立

年

紀

不

詳
、
旧
称
（
諏
訪
大
明
神
）

と
称
し
、
遠
い
昔
、
伊
予
ヶ

岳
の
麓
に
勧
請
、
中
古
（
平

安
時
代
）
、
現
在
の
地
に
場
所

を
移
し
た
。
古
老
の
古
く
か
ら

の
言
い
伝
え
が
あ
る
」
と
の
由

緒
が
あ
り
ま
す
。
現
在
社
に
は

伊
予
ヶ
岳
の
〞
石
〟
が
〞
ご
神

体
〟
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
石

は
〞
雷
斧
石
（
ら
い
ふ
せ
き
） 

 
〟
で
あ
る
と
も
言
い
伝
え
ら 

の
鉞
（
ま
さ
か
り
）
・
天
狗
の

鉞
と
か
い
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
〞
岩
石
〟
に
対

す
る
信
仰
は
ど
う
し
て
生
ま
れ

た
の
で
し
ょ
う
。 

 

原
始
時
代
に
は
、
神
は
天
上

に
お
ら
れ
る
も
の
と
信
じ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
神
の
降
臨

を
仰
ぐ
た
め
、
高
い
山
の
〞
岩

石
〟
を
神
の
〞
御
座
所
〟
と
定

め
、
こ
の
石
が
神
の
座
（
神
霊

が
よ
り
つ
く
対
象
物
）
と
し
て

固
定
す
る
と
、
石
自
体
も
神
聖

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
伊
予
大
明
神
に
は
、
こ
の

よ
う
な
「
石
・
山
」
の
信
仰
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

「
ふ
る
さ
と
富
山
か
ら
」 

 

（
伊
予
大
明
神
） 

れ
て
い
ま
す
。 

 

雷
斧
石
と
は
、
石
器
時
代
の

遺
物
の
石
斧
（
せ
き
ふ
）
な
ど

が
、
落
雷
の
際
に
天
空
よ
り
降

り
下
っ
た
物
と
考
え
ら
れ
、
雷 

今
も
残
っ
て
い
る
原
始
的
・
自
然
崇
拝
的
信
仰 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
予
大
明
神
（
諏
訪
神
社
） 

◆伏姫と八房のたわごと◆  

 

今
年
の
岩
井
海
岸
の

海
水
浴
客
入
込
数
は
、

昨
年
と
同
じ
く
７
月
か

ら
猛
暑
が
続
き
天
候
に
恵

ま
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
と

比
べ
る
と
若
干
減
少
し
ま

し
た
。
入
込
数
は
７
月

20

日
か
ら
８
月
19

日
ま

で
の
間
で
、 

今
年
は
５
万
３
１
２
人 

昨
年
は
５
万
９
５
９
０
人

で
し
た
の
で
、
今
年
は
、

前
年
比
の
84

パ
ー
セ
ン

ト
の
入
込
数
で
し
た
。 

 

少
し
ず
つ
増
減
を
重
ね

て
、
以
前
の
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
で
賑
や
か
な
海
に

戻
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。 

 

ーふらっと通信ー 

（
子
ど
も
た
ち
で
賑
う
岩
井
海
岸
） 

 
昨
年
と
比
較
す
る
と
若
干
減
少
す
る 

 
 
 
 
 

～
平
成
26
年
度
岩
井
海
岸
海
水
浴
客
入
込
数
～ 

 

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
に
目
を
輝
か
せ
る 

～
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
観
察
会
～ 

 

市
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー

ム
（
川
名
修
代
表
）
主
催

で
、
「
ふ
ら
っ
と
」
協
力
の

「
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
観
察

会
」
が
８
月
16
日
の
夕
方
、

市
部
の
観
音
山
で
あ
り
、
近 

く
の
子
ど
も
た
ち
や
そ
の

保
護
者
が
、
オ
オ
ク
ワ
ガ

タ
を
手
に
取
っ
て
、
目
を

輝
か
し
な
が
ら
観
察
を
行

い
ま
し
た
。 

 

こ
の
観
察
会
は
、
近
く

 

に
喫
茶
店
を
経
営
の
堀

込
清
一
さ
ん
の
協
力
で
行

わ
れ
、
堀
込
さ
ん
が
飼
育

さ
れ
て
い
る
日
本
の
オ
オ

ク
ワ
ガ
タ
や
イ
ン
ド
ア
ン

タ
ニ
ウ
ス
・
シ
ェ
ン
グ
リ

ン
ク
な
ど
、
世
界
的
に
も

貴
重
な
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
を

生
で
見
ら
れ
る
と
あ
っ

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

（
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
を
手
に
取
っ
て
熱
心
に

観
察
を
す
る
子
ど
も
た
ち
） 

（
き
れ
い
に
草
を
刈
り
、
気
持
ち

よ
く
終
わ
る
） 

わがふるさと富山㊱ 

※
資
料
提
供
：
南
房
総
市 

（
大
き
な
ウ
シ
ガ
エ
ル
を
捕
ま
え
て
び
っ
く
り
） 

日 時  間 行事名 主な内容 場  所 主 催 

10/18  平群地区祭礼 
神輿渡御 

屋台の引き回し 
平群地区  

10/25  平群天神社祭典 五穀豊穣を祈願 平群天神社  

10/25 13:00～15:30 富山中学校文化祭 
伝統舞踊、合唱、 
英語、富山学発表 

富山中学校 富山中学校 

10/26  南房総へよめこいツアー! 
自己紹介・ケーキづく
り体験・フリートーク 

民宿 
三富荘 

南房総へ嫁来
い実行委員会 

11/3 9:00～ 
富山地区対抗 

ママさんバレーボール大会 
各区のママさんチーム

が参加 

ふれあい 
スポーツセ
ンター 

富山地区 
体育振興会 
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○○運営委員会９月運営委員会９月1818日（木）日（木）1717時から時から  

○○富山学里美発見伝ウォーク６余蔵山登山と勝蔵寺と彼岸花富山学里美発見伝ウォーク６余蔵山登山と勝蔵寺と彼岸花  

                      ９月９月2020日（土）８時日（土）８時5050分分  

○○岩井駅花壇清掃活動岩井駅花壇清掃活動  ９月９月2525日（木）日（木）99時時3030分～分～  駅構内東側花壇に集合駅構内東側花壇に集合  

  岩井駅花壇清掃活動は、毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。皆さん参加して岩井駅花壇清掃活動は、毎月いわい案内人の会と一緒に行っています。皆さん参加して

ください。なお小雨の場合は決行、荒天時は中止します。ください。なお小雨の場合は決行、荒天時は中止します。  

 平成26年９月の「ふらっと」会議・活動予定 

 

 

５
分
お
き
に
発
車
す
る
地
下
鉄
の
駅
は
、
家
か
ら
２
分
の
所

に
あ
り
ま
し
た
。
押
し
合
い
な
が
ら
電
車
に
駆
け
込
む
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
…
そ
ん
な
便
利
さ
と
雑
踏
に
ま
み
れ
た
都
会
生
活

を
逃
れ
早
２
年
。
広
が
る
海
と
空
と
四
季
折
々
の
自
然
に
包
ま

れ
た
岩
井
の
町
で
、
私
は
念
願
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。 

 

個
人
的
に
は
素
朴
で
静
か
な
田
舎
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
だ
が

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で
あ
る
こ
と
も
、
生
き
る
上
で
必

要
不
可
欠
な
要
素
と
思
い
ま
す
。
快
適
な
住
環
境
を
目
指
し
、
学

校
（
エ

ア

コ

ン
）
・
道

路

（
歩
き
や
す
い

歩
道
）
・
食
の

安

全
（
無

農

薬
）
・
安
定
し

た
職
場
（
地
域

性
を
活
か
し
た

起
業
）
な
ど
、

官
民
連
携
し
て

手
掛
け
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

古
く
か
ら
海
水
浴
場
と
し
て
栄
え
て
き
た
岩
井
海
岸
。
年
々

砂
浜
が
狭
く
な
っ
て
い
く
と
聞
き
ま
す
。
強
風
に
飛
ば
さ
れ
る
砂

を
、
根
を
張
っ
て
守
る
ハ
マ
シ
バ
の
植
栽
は
年
に
一
度
行
わ
れ
て

ま
す
。
こ
の
砂
浜
を
維
持
す
る
に
は
、
重
機
で
根
っ
こ
ご
と
掘
り

起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
手
作
業
で
の
手
入
れ
が
必
要
で
す
。 

 

海
岸
の
清
掃
や
町
の
雑
草
取
り
な
ど
は
、
住
民
が
日
常
的
に
活

動
し
て
い
き
た
い
。
作
業
し
な
が
ら
弾
む
会
話
の
中
か
ら
町
の
再

生
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
気
が
し
ま
す
。
住
民
自
ら

が
こ
の
地
の
再
生
を
真
剣
に
考
え
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
が
町
づ
く

り
の
第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
う
し
て
、
命
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
行
政
が
、
身
近
な
美

化
活
動
は
住
民
の
力
で
。
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
発
展

を
諮
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。 

 

安
全
で
美
し
い
町
へ 

     久 枝 
  横溝 久美子さん        

私の考える地域づくり㊴ 

 

「
岩
井
の
祭
礼
と
後
藤
派
彫
刻
を
巡
り
ま
す
」
と
題
し
た
第
５
回
目
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
、
８
月
23
日
に
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
か
ら
雷
を
伴
っ
た
雨
で
実

施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
ス
タ
ー
ト
時
間
に
は
雨
も
上
が
り
、
ス
タ
ッ
フ
含
め

て
21
名
が
後
藤
派
彫
刻
の
特
長
を
講
義
で
受
け
、
ま
た
岩
井
の
お
祭
り
と
後
藤
派

彫
刻
の
屋
台
を
実
際
に
見
て
、
そ
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
ま
し
た
。 

ーふらっと通信ー  
後
藤
派
の
屋
台
彫
刻
に
魅
了
さ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

～
富
山
学
里
美
発
見
伝
ウ
ォ
ー
ク
５
に
21

人
が
参
加
～ 

 

Ｊ
Ａ
安
房
富
山
支
店
を
ス
タ
ー
ト

し
て
、
初
め
に
久
枝
天
満
神
社
の
勇

壮
な
神
輿
の
納
め
式
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
久
枝
の

蓮
台
寺
で
、
久
枝
出
身
の
後
藤
与
之

吉
藤
原
正
明
作
の
猿
の
彫
刻
を
鑑
賞

し
、
富
山
公
民
館
で
「
房
州
に
お
け

る
屋
台
彫
刻
の
代
表
作
」
後
藤
派
の 

屋
台
彫
刻
の
講
義
を
受
け
ま

し
た
。
講
師
は
千
倉
に
お
住

い
で
後
藤
派
彫
刻
に
く
わ
し

い
青
木
徳
雄
氏
で
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
屋

台
の
構
造
や
後
藤
派
彫
刻
の

解
説
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ウ
ォ
ー
ク
は
、
伊
予
ヶ
岳
信
仰

を
テ
ー
マ
と
し
て
六
地
蔵
口
か
ら
伊
予
ヶ

岳
に
登
り
ま
す
。
下
山
し
た
後
は
、
平
群

の
天
神
社
と
祭
礼
を
見
学
し
ま
す
。
ま

た
、
平
群
の
屋
台
が
明
治
神
宮
で
の
「
日

本

の

秋

祭

り
」
に

参

加

し
た
貴
重
な

記
録
フ
ィ
ル

ム

を

見

ま

す
。 

 

期 

日 

平
成
26
年
10
月
18
日
㈯ 

 
 
 
 
 

雨
天
の
場
合
は
中
止 

 

募 

集 

30
人
（
９
人
以
下
の
場
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
中
止
） 

 

集 

合 

平
久
里
中
「
富
山
コ
ミ
ュ
ニ 

 
 
 
 

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
」
に 

 
 
 
 

14
時
20
分
ま
で
に
集
合 

 

参
加
費 

３
０
０
円 

 
 
 

（
保
険
代
、
資
料
代
ほ
か
等
） 

 

持
ち
物 

弁
当
（
夕
食
用
）
、
飲
み
物
、 

 
 
 
 

保
険
証
、
懐
中
電
灯
、
雨
具
等 

コ
ー
ス
（
総
距
離
数
約
８
㌔
） 

集
合
場
所
14

時
30

分
に
出
発
～
伊
予
大
明

神
（
諏
訪
神
社
）
～
伊
予
ヶ
岳
六
地
蔵
登
山

口
～
伊
予
ヶ
岳
の
あ
ず
ま
や
～
平
群
天
神
社

（
神
輿
の
見
学
・
あ
ひ
る
の
会
の
朗
読
）
～

富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
映
像
鑑
賞

と
夕
食
）
～
平
群
運
動
場
（
屋
台
の
集
合
を

見
学
18
時
10
分
～
）
自
由
解
散 

申
込
・
問
合
せ 

富
山
地
域
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 

協
議
会
「
ふ
ら
っ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
57-

３
０
０
０ 

 

伊
予
ヶ
岳
に
登
り
、 

 

平
群
天
神
社
の
祭
礼
を
楽
し
み
ま
す 

里美発見伝ウォーク７

 

講
義
後
、
参
加
者
は

屋
台
集
合
の
富
楽
里
と

高
崎
出
口
駐
車
場
に
そ

れ

ぞ

れ

場

所

を

移

し

て
、
岩
井
の
祭
り
と
後

藤

派

彫

刻

の

魅

力

を

た
っ
ぷ
り
と
楽
し
み
ま

し
た
。 

 

参
加
し
た
方
に
は
、

独
学
で
彫
刻
を
さ
れ
て

い
る
方
が
い
て
「
彫
り

が

と

て

も

き

れ

い

に

残
っ
て
い
て
、
と
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
後
藤
派
の
屋
台
彫

刻
に
刺
激
さ
れ
た
よ
う

で
し
た
。 

（参加者も夢中になってお菓子を拾いお祭りを楽しむ） 

（
講
義
は
、
こ
れ
か
ら
巡
る
屋
台
彫

刻
鑑
賞
の
参
考
に
！
） 

（
地
域
の
人
と
屋
台
彫
刻
の
話
で
盛
り

上
が
る
の
も
、
お
祭
り
の
楽
し
み
） 

 

関

東
中

学
校

体
育

大
会

の
剣

道
大

会
と

水
泳

競
技

大

会

に
、

富
山

中
学

校
剣

道
部

女
子

と
２

年
生

の
佐

藤
颯

く
ん

が

出

場

し
、
剣
道

部
女
子
は

予
選
リ
ー
グ
敗
退
。
佐

藤
く
ん
は
男
子
２
０
０

メ
ー
ト
ル
個
人
メ
ド

ーふらっと通信ー 

剣
道
女
子
と
競
泳
、
関
東
大
会
で
大
健
闘 

～
富
山
中
剣
道
部
女
子
と
競
泳
で
２
年
生
の
佐
藤
く
ん
が
出
場
～ 

 

「
伏
姫
秋
ま
つ
り
」
（
秋
の
収
穫
祭
）
を
11

月
３

日
に
旧
平
群
小
学
校
校
庭
・
体
育
館
を
会
場
に
開
催

し
ま
す
。 

 

大
勢
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
中
学
生
の
作
品
展
や
餅
つ
き

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

（集合した屋台 

 と平群の花火： 

 2012年撮影） 

レ
ー
予
選

17

位

で
、
惜
し
く
も
決

勝
に
は
進
め
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
双

方
と
も
大
健
闘
の

活
躍
で
し
た
。 

（
千
葉
県
大
会
で
３

位
に
入
り
関
東
大
会

へ
：
富
山
中
剣
道
部

女
子
チ
ー
ム
） 

（
関
東
大
会
で
健
闘
し
た

佐
藤
く
ん
：
向
っ
て
右
） 

 

「伏
姫
秋
ま
つ
り
」を 

 
 
 
 
 

11
月
３
日
（月
）に
開
催
し
ま
す 


